
も
の
は
ま
さ
に
「
…
久
し
く
留
ま

り
た
る
た
め
し
」
な
く
流
れ
変

化
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

さ
て
、
母
校
は
来
年
創
立

百
十
年
を
迎
え
ま
す
。
数
年
前
、

恩
師
で
も
あ
り
実
高
第
一
回
卒

業
の
辻
俊
夫
先
輩
か
ら
「
明
治
・

大
正
の
唐
津
」
と
い
う
本
を
託

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
本
に
よ
れ
ば

母
校
は
、
大
正
六
年
九
月
に
唐

津
小
学
校
（
現
在
唐
津
市
役
所
）

の
講
堂
を
借
り
、
生
徒
数
二
十

余
名
に
て
私
立
唐
津
商
業
補
習

学
校
と
し
て
夜
間
授
業
を
開
講

し
た
こ
と
に
よ
り
始
ま
り
ま
し

た
。
翌
七
年
に
は
、
教
員
及
び

生
徒
を
そ
の
ま
ま
引
き
継
ぎ
唐

津
町
立
唐
津
商
業
学
校
と
な
り
、

唐
津
小
学
校
長
の
丸
山
金
治
が

校
長
を
兼
務
し
ま
し
た
。
そ
の

後
、
生
徒
数
は
徐
々
に
増
加
、

大
正
十
年
三
月
舞
鶴
公
園
下
（
現

在
市
営
駐
車
場
）
に
あ
っ
た
貯

炭
場
が
、
唐
津
線
鉄
道
の
開
通

に
よ
っ
て
西
唐
津
へ
移
動
し
た
た

め
、第
一
応
援
歌
「
八
百
千
の
港
」

に
あ
る
よ
う
に
松
浦
の
河
辺
に

移
転
、
向
い
に
あ
っ
た
唐
津
中
学

（
唐
津
東
高
等
学
校
）
を
ラ
イ
バ

ル
と
し
て
野
球
や
漕
艇
等
で
競

い
合
う
よ
う
に
な
り
ま
す
。
昭

和
四
年
四
月
母
校
は
県
立
移
管

全
国
の
若
桐
同
窓
会
の
皆
さ

ん
如
何
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か

商
高
七
回
卒
業
の
私
は
、
在
学

中
の
昭
和
四
十
二
年
に
明
治
百

年
を
迎
え
ま
し
た
。
明
治
時
代

な
ん
て
全
く
リ
ア
リ
テ
ィ
が
な

く
遥
か
昔
の
事
と
し
か
思
え
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
昭
和
の
時
代
は

自
分
が
多
感
な
時
間
を
過
ご
し

た
こ
と
な
ど
も
あ
り
、
昭
和
百
年

に
は
感
慨
も
一ひ

と

入し
お

で
あ
り
ま
す
。

私
は
、
昭
和
元
年
か
ら
令
和
七

年
ま
で
の
百
年
を
二
十
年
ご
と

に
区
切
れ
ば
、戦
争
、復
興
、繁
栄
、

崩
壊
、
再
生
と
い
う
言
葉
に
象

徴
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う

の
で
す
が
皆
様
は
ど
の
よ
う
に

お
考
え
で
し
ょ
う
か
。
方
丈
記
に

あ
る
よ
う
に
、
人
の
営
み
と
い
う

を
期
し
、
帝
国
学
士
院
恩
賜
賞

を
授
賞
し
た
漢
学
者
柿
村
重
松

に
今
に
続
く
校
歌
を
委
嘱
、
や

が
て
生
徒
数
も
五
百
余
名
と
な

り
、
校
舎
が
狭
隘
と
な
っ
た
の

で
昭
和
十
四
年
、
校
歌
作
詞
者

柿
村
重
松
の
居
宅
近
く
の
現
在

地
神
の
浦
に
移
転
す
る
の
で
す

が
、
そ
の
前
年
日
中
戦
争
な
ど

で
人
手
不
足
と
な
り
、
生
徒
が

新
校
舎
造
成
工
事
を
強
い
ら
れ
、

不
運
に
も
北
波
多
村
志
気
か
ら

通
学
し
て
い
た
前
田
常
任
さ
ん

が
土
砂
崩
壊
事
故
の
犠
牲
者
と

な
り
ま
し
た
。
後
年
、
同
級
生

の
方
々
が
昭
和
五
十
八
年
十
月

二
十
九
日
還
暦
の
記
念
事
業
と

し
て
前
田
さ
ん
の
殉
難
慰
霊
碑

を
建
立
さ
れ
ま
し
た
。（
碑
文
は

令
和
三
年
版
同
窓
会
会
員
名
簿

に
写
真
掲
載
）
若
桐
同
窓
会
は

母
校
創
立
百
年
の
記
念
事
業
と

し
て
、
旧
姓
牧
原
ウ
メ
コ
さ
ん

（
商
高
定
二
回
）
か
ら
前
田
さ
ん

の
地
蔵
菩
薩
を
創
っ
て
欲
し
い
と

多
額
の
寄
付
が
あ
り
、
前
田
常

任
さ
ん
の
ご
遺
影
を
も
と
に
地

蔵
菩
薩
像
を
造
り
若
桐
同
窓
会

館
前
の
慰
霊
堂
に
安
置
致
し
ま

し
た
。

母
校
も
百
年
を
超
え
る
時
代

の
中
で
様
々
な
事
が
あ
り
ま
し

た
が
、
時
代
が
ど
の
様
に
変
化

し
て
も
歴
史
の
経
糸
に
は
様
々

な
史
実
が
織
り
込
ま
れ
て
お
り

ま
す
の
で
私
達
は
正
し
く
後
世

に
繋
い
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
思
い
ま
す
。

末
尾
に
な
り
ま
し
た
が
、
若

桐
同
窓
会
会
則
の
第
３
条
目
的

に
は
「
会
員
相
互
の
向
上
親
睦

を
図
り
母
校
の
発
展
を
助
成
す

昭
和
百
年
に
寄
せ
て

毛
　
利
　
一
　
幸

若
桐
同
窓
会 

会
長

令和７年度本部若桐同窓会総会のご案内
日　　時　令和７年10月４日（土）午後２時半
場　　所　唐津シーサイドホテル
　　　　　唐津市東唐津４丁目
　　　　　TEL 0955-75-3300
議　　題　事業報告・決算・事業計画・予算
懇親会費　￥6,000（総会終了後）
年 会 費　￥2,000（未納者のみ）
※�準備の都合がありますので、９月12日までに、

同封のハガキにて出欠のご返事をお願いします。
※�総会終了後懇親会を予定しておりますので車

はご遠慮ください。
※�急な中止もあります。お尋ねは、唐津商業高

校同窓会事務局にお尋ねください。当日のご
連絡は、唐津シーサイドにご連絡ください。

� 佐賀県立唐津商業高等学校若桐同窓会 会長
� 毛 利 一 幸

若桐第28回ゴルフ大会のご案内
日　　時　令和７年10月３日（金）
場　　所　唐津ゴルフ倶楽部
時　　間　10時07分スタート
プレイ費　�8,600円
　　　　　（セルフ、食事付き、税込み）
　　　　　�キャディ付きの場合、別途3,850

円追加になります。
会　　費　3,000円
　　　　　（表彰式費用、賞品代など）
表 彰 式　�唐津ゴルフ倶楽部（プレー終了

後）優勝・飛賞多数
申込み期日　令和７年９月10日（水）まで
実行委員長　吉井　正司

― 事務局連絡先 ―
〒847-0873 唐津市海岸通7182-42
� 井　上　　　緑
� TEL 090-1873-3458
※�組み合わせ希望があれば返信ハガキにて

希望者氏名をご記入ください。
※HDCP はダブルペリア方式で行います。

同
窓
会
事
務
局
よ
り
お
知
ら
せ

全
国
同
窓
会
員
の
皆
様
へ

　

若
桐
同
窓
会
会
報
「
若
桐
」
の
全
国
全
会
員
へ
の
郵
送
を
、
同
窓
会

運
営
費
圧
迫
の
た
め
、
終
身
会
費
及
び
年
会
費
納
入
者
の
み
に
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
な
お
、
若
桐
同
窓
会
会
報
「
若
桐
」
の
掲
載
内
容
に

つ
い
て
は
、本
校
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

（
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
で
読
み
取
り
で
き
ま
す
。）

発 行 所
唐 津 市 元 石 町235の2
佐 賀 県 立 唐 津 商 業
高 等 学 校 内

若桐同窓会
第45号

令和7年9月1日発行
印 刷 ／ 株 式 会 社 三 光

る
」
と
あ
り
ま
す
。
同
窓
会
の

生
命
線
は
母
校
の
存
在
で
す
。

母
校
の
存
在
な
く
し
て
同
窓
会

の
存
続
は
あ
り
ま
せ
ん
。
少
子

化
の
時
代
、
如
何
に
多
く
の
中

学
生
が
母
校
に
魅
力
を
感
じ
志

望
し
て
も
ら
え
る
か
は
重
要
な

課
題
で
あ
り
ま
す
。

そ
の
課
題
に
対
処
す
べ
く
在

校
生
に
対
し
て
様
々
な
助
成
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。

今
年
卒
業
し
た
前
田
な
な
せ

さ
ん
は
、
高
校
二
年
時
に
日
商

簿
記
一
級
に
合
格
、
三
年
時
に
は

税
理
士
試
験
の
簿
記
学
と
財
務

諸
表
論
の
二
科
目
に
合
格
さ
れ

ま
し
た
。
本
人
の
努
力
も
さ
る
こ

と
な
が
ら
、
指
導
し
た
吉
原
恵

美
子
先
生
（
商
高
三
十
一
回
卒
）

の
指
導
力
と
ご
尽
力
に
は
頭
が

下
が
り
ま
す
。
若
桐
同
窓
会
は

前
田
さ
ん
の
功
績
に
対
し
生
徒

に
贈
呈
す
る
最
高
の
賞
で
あ
る

「
若
桐
賞
」
を
授
与
致
し
ま
し
た
。

正
に
誇
れ
る
後
輩
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
学
校
長
が
指
定
し
た
資

格
取
得
試
験
に
合
格
し
た
生
徒

に
は
同
窓
会
が
受
験
料
を
還
付

す
る
な
ど
の
制
度
も
新
に
創
設

し
ま
し
た
。

今
後
と
も
若
桐
同
窓
会
は

様
々
な
助
成
制
度
を
設
け
母
校

を
支
援
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
の
で
、
会
員
各
位
に

お
か
れ
ま
し
て
も
尚
一
層
ご
支
援

の
ほ
ど
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

令和７年９月１日　発行◆ 若桐同窓会会報 ◆（1） 第45号



関
東
支
部

「
校
長
先
生
が
突
然
出
席
」

全
国
各
地
で
御
活
躍
の
若
桐
同
窓
会
の
皆

様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
益
々
ご
健
勝
の
こ
と

と
拝
察
い
た
し
ま
す
。
私
は
、
令
和
７
年
度
で

４
年
目
の
学
校
運
営
を
仰
せ
つ
か
っ
て
お
り
ま

す
山
下
哲
司
と
申
し
ま
す
。
皆
様
に
は
、
本
校

教
育
活
動
に
お
い
て
物
心
両
面
か
ら
多
大
な
る

御
支
援
と
御
協
力
を
賜
っ
て
お
り
ま
す
こ
と
に

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
本
校
の
現
状
を

お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。
全
日
制
課
程
は
、
令

和
７
年
度
各
学
年
４
ク
ラ
ス
規
模
４
６
６
名
が

在
籍
し
て
お
り
ま
す
。
今
年
３
月
卒
業
し
た
生

徒
の
進
路
状
況
は
、
65
％
が
上
級
学
校
へ
の
進

学
、
35
％
が
地
元
唐
津
を
中
心
に
就
職
を
し
て

お
り
ま
す
。
進
学
者
の
う
ち
四
年
制
大
学
へ
は

33
名
が
進
学
し
て
お
り
ま
す
。
国
立
大
学
３
名

（
佐
賀
大
学
２
名
、
滋
賀
大
学
１
名
）、
私
立
大

学
（
福
岡
大
学
６
名
、
久
留
米
大
学
６
名
等
）

で
す
。
部
活
動
で
は
、
野
球
部
が
春
の
大
会
で

私
立
龍
谷
高
等
学
校
に
惜
し
く
も
負
け
ま
し
た

が
準
優
勝
し
ま
し
た
。
１
季
ぶ
り
に
校
長
室
に

準
優
勝
旗
を
持
っ
て
き
て
く
れ
ま
し
た
。
佐
賀

県
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
で
は
、
男
子
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
部
と
女
子
水
泳
部
が
団
体
３
位
、
女

子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
が
ベ
ス
ト
４
入
り
等
、
結

果
が
伴
っ
て
き
て
お
り
、
他
の
部
も
と
て
も
良

い
刺
激
を
受
け
て
活
発
に
活
動
し
て
お
り
ま

す
。
文
化
部
で
は
、
今
年
３
月
卒
業
し
た
簿
記

部
員
が
、
税
理
士
試
験
の
簿
記
論
と
財
務
諸
表

論
に
合
格
、
同
じ
く
情
報
処
理
部
員
が
、
高
校

生
の
合
格
率
20
％
を
切
る
高
い
難
易
度
で
あ
る

経
済
産
業
省
の
「
応
用
情
報
技
術
者
試
験
」
に

本
校
初
め
て
合
格
す
る
等
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野

で
活
躍
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
定
時
制
課
程

は
１
年
～
４
年
生
ま
で
で
24
名
の
生
徒
が
在
籍

し
て
お
り
ま
す
。
現
在
の
定
時
制
課
程
は
、
そ

の
果
た
す
べ
き
社
会
的
役
割
（
ニ
ー
ズ
）
が
変

化
し
多
様
化
し
て
お
り
ま
す
。
自
ら
の
ペ
ー
ス

で
学
び
を
進
め
た
い
生
徒
、
学
校
と
い
う
公
共

の
集
団
生
活
の
場
に
自
ら
の
居
場
所
を
見
出
す

の
に
時
間
を
有
し
、
苦
労
し
て
き
た
生
徒
が
、

本
校
教
職
員
と
と
も
に
落
ち
着
い
た
雰
囲
気
の

中
、
確
実
に
学
び
を
進
め
て
お
り
ま
す
。
そ
の

成
果
も
少
し
ず
つ
現
れ
て
き
て
お
り
、
佐
賀
県

高
等
学
校
定
時
制
通
信
制
陸
上
競
技
大
会
女
子

２
０
０
Ｍ
競
走
に
お
い
て
大
会
新
記
録
で
優
勝

し
、
全
国
大
会
出
場
す
る
生
徒
や
佐
賀
県
高
等

学
校
ワ
ー
プ
ロ
競
技
大
会
の
速
度
の
部
に
定
時

制
か
ら
初
め
て
エ
ン
ト
リ
ー
し
、
制
限
時
間
10

分
間
に
１
，
２
９
８
文
字
入
力
す
る
と
い
う
す

ご
い
ス
コ
ア
を
残
し
て
上
位
入
賞
を
果
た
し
、

九
州
大
会
に
出
場
す
る
生
徒
も
お
り
ま
す
。

大
正
６
年
８
月
に
私
立
唐
津
商
業
補
習
学

校
と
し
て
設
立
さ
れ
て
１
０
９
年
目
、
定
時
制

課
程
が
昭
和
26
年
４
月
に
併
設
さ
れ
て
75
年
目

を
迎
え
る
本
校
は
、
１
万
９
千
人
に
迫
る
卒
業

生
の
先
輩
方
が
築
き
上
げ
て
こ
ら
れ
た
実
績
に

し
っ
か
り
と
下
支
え
さ
れ
た
伝
統
と
い
う
土
台

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
環
境
を
生
か
し
、
生
徒
一

人
ひ
と
り
が
自
ら
の
将
来
に
夢
を
持
ち
、
そ
の

実
現
の
た
め
に
誠
実
な
態
度
で
、
唐
津
商
業
高

校
生
と
し
て
の
品
格
を
持
ち
、
新
し
い
こ
と
に

積
極
的
に
挑
戦
す
る
生
徒
の
育
成
に
教
職
員
一

丸
と
な
り
取
り
組
み
、
地
域
社
会
に
有
用
な
唐

津
商
業
高
等
学
校
と
し
て
成
長
し
て
ま
い
り
ま

す
。
引
き
続
き
、
変
わ
ら
ぬ
御
支
援
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
若
桐
同
窓
生
の
皆

様
の
ま
す
ま
す
の
御
健
勝
と
御
活
躍
を
心
よ
り

祈
念
し
て
お
り
ま
す
。

「
唐
津
商
業
高
校
の
伝
統
を
土
台
に
、
さ
ら
な
る
成
長

「
唐
津
商
業
高
校
の
伝
統
を
土
台
に
、
さ
ら
な
る
成
長

を
目
指
し
て
」

を
目
指
し
て
」��

校
長　

山
下 

哲
司

関
東
支
部
総
会
は
、
令
和
６
年
10
月
に
、
例
年
同
様

の
会
場
で
開
催
と
な
り
、毛
利
会
長
は
じ
め
本
部
役
員
、

松
本
福
岡
支
部
長
他
数
名
等
、
他
支
部
か
ら
の
特
別
出

席
も
多
く
、
盛
大
に
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

当
日
、
受
付
へ
山
下
校
長
先
生
が
突
然
見
え
ら
れ
、

数
名
の
受
付
担
当
者
が
大
い
に
と
ま
ど
い
、
対
応
に
苦

慮
す
る
一
幕
も
あ
り
ま
し
た
。

会
報
誌
「
若
桐
」
に
毎
回
掲
載
さ
れ
、
校
長
先
生
で

あ
る
こ
と
は
理
解
で
き
た
の
で
す
が
、
役
員
一
同
、
学

校
長
の
出
席
予
定
を
承
知
せ
ず
、
把
握
し
て
い
な
か
っ

た
の
で
す
。
受
付
時
の
ハ
プ
ニ
ン
グ
後
、
総
会
は
式
次

第
に
し
た
が
っ
て
進
行
し
、
校
長
先
生
か
ら
の
祝
辞
も

い
た
だ
き
、
用
意
さ
れ
た
令
和
７
年
度
学
校
案
内
の
配

布
も
あ
り
ま
し
た
。

懇
親
会
と
な
り
、
飲
み
物
も
入
り
、
賑
や
か
一
色
と

な
り
、
校
長
先
生
と
の
歓
談
も
盛
り
上
が
り
、
特
に
令

和
６
年
卒
業
の
浜
口
剛
君
は
、
感
激
で
紅
潮
し
つ
つ
校

長
先
生
と
立
ち
話
し
な
が
ら
写
真
に
納
ま
り
、
大
満
足

の
表
情
で
し
た
。

関
東
支
部
で
は
、
平
成
22
年
の
第
52
回
総
会
に
当
時

の
円
城
寺
教
頭
先
生
、
若
桐
事
務
局
の
石
崎
先
生
が
出

席
さ
れ
、
そ
れ
以
前
ま
で
は
毎
総
会
の
た
び
に
、
校
長
・

教
頭
・
進
路
指
導
主
事
等
の
先
生
が
出
席
さ
れ
て
い
た

の
で
す
が
、
学
校
側
の
負
担
を
考
慮
し
て
、
以
降
の
出

席
を
い
た
だ
か
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
校
長
先
生
の

突
然
の
出
席
に
会
場
は
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

校
長
先
生
は
、
本
来
の
用
向
き
の
た
め
中
途
退
席
さ

れ
ま
し
た
が
、
大
変
あ
り
が
た
い
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で

し
た
。

予
定
の
３
時
間
も
順
調
に
進
行
し
、
名
残
り
尽
き
な

い
総
会
・
懇
親
会
で
し
た
。

吉
田  

広
信
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昨
年
も
、
11
月
９
日
（
土
）
に
総
会
、
懇
親
会
を
心
斎

橋
中
華
飯
店
大
成
閣
に
て
行
い
ま
し
た
。
今
回
は
本
部
の

方
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
重
な
り
会
員
の
み
20
名
の
開
催
と

な
り
ま
し
た
。
総
会
の
司
会
を
中
野
さ
ん
に
し
て
頂
き
、

１
時
間
程
度
で
終
了
、
続
き
ま
し
て
懇
親
会
。
昭
和
34
年

卒
業
の
伊
藤
徹
男
さ
ん
の
乾
杯
に
始
ま
り
恒
例
の
ビ
ン
ゴ

ゲ
ー
ム
、
役
員
の
皆
さ
ん
に
知
恵
を
絞
っ
た
景
品
の
数
々

を
用
意
し
て
頂
き
、
お
い
が
先
ぱ
い
と
か
言
い
な
が
ら
楽

し
く
行
い
ま
し
た
。
楽
し
い
と
き
は
九
州
弁
が
出
ま
す
ね
、

ひ
と
時
食
事
を
取
り
、
次
は
の
ど
自
慢
、
カ
ラ
オ
ケ
タ
イ

ム
、
２
～
３
名
の
と
こ
ろ
が
倍
近
い
方
の
参
加
で
し
た
。

伊
藤
先
輩
の
う
ま
い
進
行
の
お
か
げ
で
す
。
そ
の
後
、
校

歌
、
応
援
歌
、
高
校
三
年
生
を
歌
い
、
昭
和
40
年
卒
業
中

山
利
則
さ
ん
の
中
締
め
で
、
終
了
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
自
由
参
加
で
、
卒
業
生
の
店
、
寿
司
か
ら
津

で
２
次
会
を
行
い
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
、
ま
た
来
年

会
い
ま
し
ょ
う
を
合
言
葉
に
散
会
し
ま
し
た
。

　

ち
な
み
に
、
今
年
の
お
土
産
は
、
商
業
の
ド
レ
ッ
シ
ン

グ
と
化
粧
石
鹸
で
し
た
。

関
西
支
部

「
若
桐
同
窓
会
関
西
支
部
」

森 

　
　
茂
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福
岡
支
部
で
は
毎
年
１
回
の
懇
親
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
以
前
は
、
新
春
懇
親
会
と
し
て
１
月
が
定
例
と
な
っ
て
い
ま

し
た
が
、
諸
般
の
事
情
か
ら
昨
年
度
同
様
の
２
月
実
施
と
な
り
ま
し
た
。

　

各
学
年
幹
事
の
方
々
の
ご
尽
力
、
ご
協
力
の
お
か
げ
で
、
２
月
16
日
（
日
）

に
福
岡
市
の
福
新
楼
に
て
、
毛
利
会
長
を
は
じ
め
、
校
長
先
生
、
本
部
役
員

の
方
々
の
ご
列
席
を
い
た
だ
き
、
総
勢
63
名
の
参
加
を
得
て
盛
大
に
開
催
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
も
昭
和
43
年
卒
業
生
の
方
々
に
お
い
て
は
21
名
と
い
う
大
勢
の

参
加
者
が
あ
り
、
唐
商
健
児
の
意
気
込
み
と
圧
倒
的
な
団
結
力
を
感
じ
さ
せ

ら
れ
ま
し
た
。

　

毛
利
会
長
の
挨
拶
で
は
、
若
桐
同
窓
会
の
更
な
る
発
展
に
つ
い
て
強
い
意

欲
を
感
じ
、
山
下
校
長
先
生
か
ら
は
新
し
い
視
点
・
観
点
か
ら
の
唐
津
商
業

高
校
の
現
状
や
今
後
の
展
望
等
、
貴
重
な
話
を
拝
聴
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

思
い
出
話
が
尽
き
な
い
な
か
、
締
め
は
や
は
り
校
歌
と
第
一
応
援
歌
で
す
。

　

応
援
歌
の
巻
頭
言
を
、
力
強
く
声
高
ら
か
に
披
露
さ
れ
た
最
古
参
の
大
先

輩
、
ま
た
、
こ
の
日
の
た
め
に
楽
器
の
伴
奏
を
練
習
、
披
露
さ
れ
た
最
も
若

い
女
性
等
、例
年
に
も
増
し
て
、一
段
と
盛
り
上
が
り
を
感
じ
る
場
面
で
し
た
。

　

皆
が
肩
を
組
み
、
声
を
張
り
上
げ
歌
い
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
に
高
校
時
代

の
懐
か
し
い
場
面
が
思
い
出
さ
れ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

同
窓
会
と
い
う
の
は
本
当
に
素
晴
ら
し

い
！
と
最
も
感
じ
る
時
で
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
贅
沢
な
、
幸
せ
な
時
間
を
も
っ
と
多
く

の
同
窓
生
の
方
々
と
一
緒
に
過
ご
し
た
い
と

強
く
願
っ
て
い
ま
す
。

　

来
年
も
元
気
に
お
会
い
し
ま
し
ょ
う
！

　

多
数
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
今
回
は
２
時
間
と
い

う
時
間
の
制
約
の
な
か
、
非
常
に
意
義
の
あ
る

開
催
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
各
学
年
幹
事
の

皆
様
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

福
岡
支
部

「
福
岡
支
部
事
務
局
長
」

瀬
戸  

雅
生

 

昭
和
44
年
卒
業

長
崎
荘
に
て
同
窓
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
今
回
も
県

内
は
も
と
よ
り
、
遠
く
は
、
千
葉
、
神
奈
川
、
大
阪
、

兵
庫
、
愛
媛
、
群
馬
と
各
地
よ
り
47
名
の
出
席
が
あ
り
、

千
葉
か
ら
参
加
の
西
村
千
恵
子
（
旧
姓
：
小
田
）
さ
ん

の
乾
杯
で
始
ま
り
ま
し
た
。

還
暦
、
65
才
、
そ
し
て
今
回
、
古
希
と
同
窓
会
を
開

催
し
、
懐
か
し
さ
と
近
況
報
告
等
で
、
宴
会
も
盛
り
上

が
り
、
二
次
会
へ
と
流
れ
て
行
き
、
カ
ラ
オ
ケ
で
ま
た

盛
り
上
が
り
、
あ
っ
と
い
う
間
に
時
間
が
過
ぎ
、「
健

康
で
」、「
元
気
で
」、
を
誓
い
合
い
最
後
に
万
歳
三
唱

で
お
開
き
と
な
り
ま
し
た
。

今
回
は
、
安
岡
み
ど
り
（
旧
姓
：
中
島
）
さ
ん
が
、

出
席
者
全
員
に
ク
ラ
フ

ト
バ
ン
ド
で
作
っ
た
バ

ス
ケ
ッ
ト
を
準
備
し
て

く
れ
て
、
最
高
の
記
念

品
と
な
り
、
持
ち
帰
っ

て
く
れ
ま
し
た
。

今
回
も
、
世
話

を
し
て
く
れ
た
15

名
の
皆
さ
ん
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
ま
た
、
同

窓
会
の
開
催
に
よ

り
、
新
た
に
連
絡

が
取
れ
、
交
流
が

あ
る
と
聞
き
感
謝

で
す
。

「
古
希
を
祝
う
同
窓
会
」

古
賀  

一
也
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挑戦する生徒を応援します！　若桐同窓会

…………… 進路に向けての取り組み ……………
本校の進路支援部主催『進路講演会』の実施

　講師を招いて６月 17 日（火）に３年生を対象として進路
講演会が行いました。就職・進学に向けての面接指導をして
いただき、実践も交えて面接で重要なことを学ぶことができ
ました。

唐津商業PR動画
配信中！

◆ 若桐同窓会会報 ◆令和７年９月１日　発行 第45号 （4）



部活動 運動部・文化部ともに盛んに活動し、力を合わせ高い目標に向かっています。
商業系の部活動もあり、難易度の高い資格取得に挑戦します。

体育部 水泳/バスケットボール/女子バレーボール/ソフトテニス/剣道/弓道/野球/
女子ソフトボール/バドミントン/サッカー/卓球/総合体育部（陸上・ヨット・
ローイング等）

文化部 書道/吹奏楽/情報処理/
簿記/広報/茶道

全日制　令和６年度実績

水泳部

佐賀県高等学校
総合体育大会

女子総合 第３位

女子4×400mフリーリレー 第３位

女子4×200mフリーリレー 第３位

女子 50m 自由形 第３位

女子 50m バタフライ 第３位

女子 100m 自由形 第３位

女子 200m 自由形 第３位

女子 200m 個人メドレー 第２位

女子 400m 自由形 第３位

佐賀県冬季水泳
競技大会

女子総合 第２位

女子 50m バタフライ 第１位

女子 50m 自由形 第２位

女子 100m 自由形 第２位

女子 100m バタフライ 第２位

女子 50m 自由形 第３位

女子 400m 自由形 第３位

男子 400m バタフライ 第３位

野球部
第 154 回九州地区高校野球大会県予選

（九州大会ベスト４） 第２位

第 156 回九州地区高校野球大会県予選 第２位

ソフト
ボール

佐賀県高等学校総合体育大会 第３位

全九州公立高等学校研修大会 第１位

バドミ
ントン

佐賀県新人体育
大会バドミント
ン競技

男子ダブルス 第３位

佐賀県高等学校
生徒バドミント
ン学年別大会

1 年生個人 第３位

弓道部

佐賀県弓道学年
別大会中学 3 年
･ 高校 1 年の部

男子団体 第３位

佐賀県弓道連盟
会長杯

女子個人 第３位

男子個人 第３位

書道部

佐賀県高等学校総合文化祭書道部門 秀作

佐賀県高等学校席書大会 秀作

佐賀県高等学校臨書展 秀作

簿記部
第 40 回簿記競
技 大 会　 個 人
( 全国大会出場 )

団体 第２位

個人 第１位

情報処
理部 商業技術競技会 プログラミング競技　団体 第３位

定時制　令和７年度実績

陸上部
佐賀県高等学校
定時制通信制体
育大会 ４種目

（全国大会出場）

女子総合 第３位

女子 100M 第１位

女子 100M 第３位

女子 200M 第１位

女子 800M 第１位

卓球部
佐賀県高等学校
定時制通信制体
育大会

男子団体 第２位

女子団体 第３位

ワープロ
佐賀県高等学校
ワープロ競技大会

（九州大会出場）
速度部門個人競技 県代表

令和７年９月１日　発行◆ 若桐同窓会会報 ◆（5） 第45号



佐賀県立唐津商業高等学校
若 桐 同 窓 会

令和６年度【一般会計】決算書
自　令和６年４月１日　　至　令和７年３月 31 日

収入金額（11,906,327）−支出金額（8,503,531）＝次期繰越（3,402,796）

収入の部� 【単位：円】
項目 予算額 決算額 差引額 摘　　　　　要

1 前 期 繰 越 6,177,597 6,177,597 0 前年度より

2 通 常 会 費 400,000 384,000 △ 16,000
郵 2,000 × 175 名 ＝ 350,000

直接 2,000 × 17 名 ＝ 34,000

3 終 身 会 費 100,000 0 △ 100,000

4 生 徒 納 入 金 5,278,500 5,341,000 62,500

全日制生徒納入金合計 5,241,700
定時制生徒納入金合計 189,000
※転学、退学者分返金 △ 89,700

5,341,000
5 雑 収 入 903 3,730 2,827 預金利息

合　計 11,957,000 11,906,32 △ 50,673

3

1

支出の部� 【単位：円】
項目 予算額 決算額 差引額 摘　　　　　要

事 業 費 3,590,000 1,920,991 1,669,009
会 報 印 刷 費 1,200,000 263,480 936,520 会報・はがき印刷・発送料
旅 費 650,000 410,990 239,010 会長旅費、支部総会出席旅費
渉 外 費 500,000 160,000 340,000 支部総会寸志
運 営 補 助 費 500,000 420,000 80,000 本部・関東・関西・福岡
通 信 費 150,000 39,698 110,302 切手・はがき等
会 議 費 400,000 575,070 △ 175,070 役員会・入会式・総会及び会場費
雑 費 120,000 40,772 79,228 残高証明書・郵便局手数料
消 耗 品 費 50,000 10,981 39,019 事務用品
印 刷 費 20,000 0 20,000

2 母 校 後 援 費 1,000,000 1,065,460 △ 65,460 全国大会・九州大会餞別等、検定資格取得助成金
慶 弔 費 200,000 112,080 87,920
慶 弔 費 100,000 10,000 90,000 香典
記 念 品 料 100,000 102,080 △ 2,080 卒業記念品

4 名 簿 印 刷 費 0 0 0
5 記 念 事 業 500,000 500,000 0 記念事業会計へ
6 一般会計積立金 2,900,000 2,880,000 20,000 一般会計積立金会計へ

7 若桐会館運営費会計 550,800 540,000 10,800 全日　1,200　×　450　名　＝　540,000
若桐会館運営費会計へ

8 会館改修費積立金会計 1,514,700 1,485,000 29,700 全日　3,300　×　450　名　＝　1,485,000
会館改修費積立金会計へ

９ 予 備 費 1,701,500 0 1,701,500
合　計 11,957,000 8,503,531 3,453,469

◆ 若桐同窓会会報 ◆令和７年９月１日　発行 第45号 （6）



○卒業生の進路（過去５か年間）
� ※ R6 から進学就職者は就職に含む

項　　　目 卒業
者数

進　　学　　者
就職者 自営業

家事手伝 その他卒業
年月 学科 性別 大学 短大 専門学校

各種学校

令和 2 年
3　　月

商業 男 44 6 1 15 22 0 0
女 72 2 4 20 45 0 1

会計 男 9 5 0 2 2 0 0
女 30 2 1 14 13 0 0

合　計 155 15 6 51 82 0 1

令和 3 年
3　　月

商業 男 50 14 0 11 25 0 0
女 65 1 4 31 28 0 1

会計 男 16 4 0 5 7 0 0
女 24 6 3 8 7 0 0

合　計 155 25 7 55 67 0 1

令和 4 年
3　　月

商業 男 49 9 1 19 20 0 0
女 70 5 9 30 26 0 0

会計 男 15 3 0 7 5 0 0
女 24 7 1 8 8 0 0

合　計 158 24 11 64 59 0 0

令和 5 年
3　　月

商業 男 54 12 0 19 23 0 0
女 52 3 7 23 18 0 1

会計 男 12 5 0 3 4 0 0
女 28 3 1 6 18 0 0

合　計 146 23 8 51 63 0 1

令和 6 年
3　　月

商業 男 36 6 0 13 16 0 1
女 42 0 3 19 20 0 0

会計 男 14 5 0 7 2 0 0
女 25 9 2 11 3 0 0

合　計 117 20 5 50 41 0 1

学　　校　　名 男 女
滋 賀 大 学 1 0
佐 賀 大 学 1 1
朝 日 大 学 0 1
九 州 産 業 大 学 1 1
九 州 情 報 大 学 3 0
久 留 米 大 学 6 0
国 際 医 療 福 祉 大 学 1 0
筑 紫 女 学 園 大 学 0 1
中 村 学 園 大 学 0 1
日 本 経 済 大 学 2 0
福岡国際医療福祉大学 0 1
福 岡 大 学 5 1
熊 本 学 園 大 学 1 0
東海大学 熊本キャンパス 1 0
西 九 州 大 学 0 3
長 崎 外 国 語 大 学 0 1
西九州大学短期大学部 0 1
長 崎 短 期 大 学 0 1
東 放 学 園 専 門 学 校 0 1
東京 CPA 会計学院 熊本校 1 0
KCS 福岡情報専門学校 1 1
麻生情報ビジネス専門学校福岡校 4 2
大村美容ファッション専門学校 0 1
専門学校麻生リハビリテーション大学校 1 1
専門学校福岡デザイナー・アカデミー 0 1

学　　校　　名 男 女
専門学校福岡ビジネス・アカデミー 0 2
専門学校福岡ビジュアルアーツ・アカデミー 0 1
専門学校福岡ホスピタリティ・アカデミー 0 1
専門学校日本デザイナー学院九州校 0 1
福岡 ECO 動物海洋専門学校 0 2
福岡医健・スポーツ専門学校 2 0
福 岡 医 療 専 門 学 校 2 1
福岡医療秘書福祉専門学校 0 2
福 岡 こ ど も 専 門 学 校 0 2
福岡市医師会看護専門学校 0 2
福岡歯科衛生専門学校 0 2
福岡情報 IT クリエイター専門学校 1 0
福岡スクールオブミュージック＆ダンス専門学校 0 1
福 岡 調 理 師 専 門 学 校 0 1
福岡天神医療リハビリ専門学校 1 0
福 岡 美 容 専 門 学 校 2 1
福 岡 南 美 容 専 門 学 校 0 1
福岡理容美容専門学校 0 2
アイ・ビービューティーカレッジ 0 1
医療福祉専門学校 緑生館 0 1
唐津ビジネスカレッジ専門学校 5 0
九州国際情報ビジネス専門学校 2 0
武雄看護リハビリテーション学校 2 2
唐 津 看 護 専 門 学 校 0 3
エッジ国際美容専門学校 1 0

令和６年度　進路状況
進学先一覧

進  路  先 男 女
医療法人至誠堂宇都宮病院 0 1
独立行政法人 海技教育機構 0 1
医療法人 松籟会 河畔病院 0 1
唐 津 信 用 金 庫 1 0
唐 津 市 役 所 1 1
唐 津 土 建 工 業 ㈱ 0 1
唐 津 農 業 協 同 組 合 0 3
唐 津 バ ル ブ 工 業 ㈱ 1 0
社会福祉法人 唐津福祉会 0 1
㈱ 唐 津 プ レ シ ジ ョ ン 2 0
㈱ 岸 本 組 0 1
㈱ 共 進 テ ッ ク 1 0
㈲ 玄 洋 1 0
社会福祉法人恩賜財団 済生会唐津病院 0 1
佐 賀 ト ヨ タ 自 動 車 ㈱ 0 1
佐 賀 県 商 工 会 連 合 会 0 1
ニ シ ハ ツ ㈱ 0 2
日 本 郵 便 ㈱ 九 州 支 社 1 0
㈱ ブ ル ー ム 1 0
ポ ラ テ ッ ク 九 州 ㈱ 1 0
医 療 法 人 ま す ら お 0 1
松 浦 通 運 ㈱ 1 0
株式会社リョーユーパン 唐津工場 0 1
㈱ ワ イ ビ ー エ ム 1 0
本 州 印 刷 ㈱ 0 1

就職先一覧
○県内

進  路  先 男 女
㈱ 武 田 メ ガ ネ 1 0
九 電 産 業 ㈱ 1 0
シ ン コ ー 株 式 会 社 0 1
㈱ SUMCO 九 州 事 業 所 2 0
医療法人虹心会 たなべクリニック産科婦人科 0 1
㈱ ミ ゾ タ 1 0

進  路  先 男 女
伊都ゴルフ土地株式会社 0 1
九 州 旅 客 鉄 道 ㈱ 1 0
㈱ザ ･ クイーンズヒルゴルフ場 0 1
㈱ジェイアール西日本 フードサービスネット 0 1
トヨタ自動車九州㈱ 1 1
㈱ に し け い 0 1
日清紡マイクロデバイス福岡㈱ 1 0
日本製鉄㈱九州製鉄所 八幡地区 1 0

○福岡
進  路  先 男 女

トヨタ自動車 株式会社 1 0

○中京

進  路  先 男 女
株 式 会 社 杉 孝 1 0

○関東

進  路  先 男 女
リソル㈱ホテルリソルトリニティ那覇 0 1
横 浜 冷 凍 ㈱ 1 0

○その他地区
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インターネットショッピングモール

「からつ学
ま な

美
び

舎
や

」は17年目を迎えました。
「からつ学美舎」は社長をはじめ、社員すべてが高校生。令和７年度は 17 代目の社員たちが運営

を担っています。インターネットによる活動だけでなく、県内外にて販売実習を行ったり、オリジ
ナル商品を開発したりと、活動の場を広げています。本校生が開発したオリジナルブランド「松ゅ
らる」シリーズが唐津市ふるさと納税のお礼の品としても採用されるなど、本校生の活動が高く評
価されています。

・ 企 業 理 念 ・・ 企 業 理 念 ・

Statement：想像を超え、新たな挑戦へ
Mission　：誠実さと品格を持って、様々な事に挑戦し、人々に活力と笑顔を提供します。
Value　　：地元の人々との繋がり　伝統の継承と新たな発展　地元高校生の活力
Principle  ：「凡事徹底」「常に挑戦し、進みます」「目配り、気配り、心配り」
　　　　　  「地元に誇りを持ち、誠実さを持って行動します。」

17代目「からつ学美舎」幹部
オリジナル商品の

美味eatドレッシング1本450円

URL　  http://karatsu.manabiya.co.jp
E-mail  karatsu@manabiya.co.jp

★�現在、新商品を開発中です。乞うご期待ください！

からつ学美舎
Click here !

QRコードQRコード
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